
宅
地
開
発
と
人
口
増
加

　海
老
名
市
は
神
奈
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
西
は
相
模
川
を
隔
て
て
厚
木
市

に
、
北
は
座
間
市
、
東
は
大
和
市
と
綾
瀬

市
、
南
は
藤
沢
市
と
高
座
郡
寒
川
町
に
接

し
て
い
ま
す
。

　南
北
に
長
い
地
形
の
中
央
に
は
、
『
相

模
横
山
九
里
の
土
手
』
と
呼
ば
れ
る
相
模

丘
陵
の
西
崖
が
縦
断
し
、
西
部
の
平
地
と

東
部
の
丘
陵
地
帯
に
大
き
く
二
分
さ
れ
、

丘
陵
地
帯
で
は
宅
地
開
発
が
進
み
、
人
口

の
増
加
が
続
い
て
い
ま
す
。

広
が
る
田
園
風
景

　農
業
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
海
老
名

市
。
市
内
に
は
、
『
海
老
名
耕
地
』
と
呼

ば
れ
る
水
田
地
帯
が
広
が
り
、
実
が
大
き

く
て
味
の
よ
い
神
奈
川
県
の
推
奨
米
『
さ

と
じ
ま
ん
』
な
ど
が
収
穫
さ
れ
ま
す
。

　米
作
以
外
に
も
、
露
地
栽
培
で
は
キ
ャ

ベ
ツ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ナ
シ
な
ど
が
、
温

室
栽
培
で
は
ト
マ
ト
、
イ
チ
ゴ
、
マ
ス
ク

メ
ロ
ン
な
ど
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に

イ
チ
ゴ
は
神
奈
川
県
一
の
出
荷
量
を
誇
り
、

イ
チ
ゴ
を
使
っ
た
特
産
品
『
い
ち
ご
わ
い

ん
』
や
『
い
ち
ご
酢
』
は
大
変
人
気
が
あ

り
ま
す
。

今
と
昔
が
寄
り
添
う
海
老
名
駅
周
辺

　海
老
名
市
に
は
、
Ｊ
Ｒ
相
模
線
な
ど
３

路
線
が
あ
り
ま
す
。
市
内
で
唯
一
そ
の
全

て
を
乗
り
入
れ
て
い
る
海
老
名
駅
は
、
１

日
平
均
で
20
万
人
以
上
の
人
が
乗
降
す
る

市
の
交
通
拠
点
の
一
つ
で
す
。

　駅
周
辺
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
国
指

定
の
史
跡
『
相
模
国
分
寺
跡
』
が
あ
り
ま

す
。
相
模
国
分
寺
は
奈
良
時
代
に
建
立
さ

れ
た
も
の
で
、
現
在
で
は
、
跡
地
が
歴
史

公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
市
民
の
憩
い
の

場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　一
方
、
同
駅
近
く
に
は
、
巨
大
な
複
合

商
業
施
設
も
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
業

後
１
カ
月
で
200
万
人
以
上
が
来
場
し
た
同

平
成
22
年

４
月

　海
老
名
市
か
ら
登
別
市
に
対
し
、
消
防

車
両
５
台
を
寄
贈

４
月

　３
市
間
で
『
危
機
発
生
時
に
お
け
る
相

互
応
援
に
関
す
る
協
定
』
を
締
結

７
月

　海
老
名
市
で
登
別
物
産
展
を
開
催
（
以

降
、
毎
年
開
催
）

10
月

　登
別
市
か
ら
海
老
名
市
に
対
し
、
ポ
ニ

ー
２
頭
を
寄
贈

平
成
23
年

４
月

　３
市
間
で
『
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
宣

言
』
に
調
印

９
月

　３
市
で
小
学
生
絵
画
作
品
交
流
展
を
開

催
（
以
降
、
毎
年
開
催
）

10
月

　海
老
名
市
民
訪
問
団
が
登
別
市
を
訪
問

（
以
降
、
毎
年
訪
問
）

10
月

　海
老
名
市
で
少
年
野
球
交
流
大
会
を
開

催
（
３
市
が
参
加
）

11
月

　白
石
市
で
３
市
合
同
職
員
研
修
を
実
施

（
以
降
、
持
ち
回
り
で
毎
年
実
施
）

平
成
24
年

４
月

　海
老
名
市
で
、
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品

な
ど
の
販
売
や
観
光
Ｐ
Ｒ
拠
点
と
し
て

『
湯
鬼
神
』
を
出
店

９
月

　登
別
市
で
海
老
名
物
産
展
を
開
催
（
以

降
、
毎
年
開
催
）

10
月

　海
老
名
市
中
学
生
が
登
別
市
を
訪
問

11
月

　登
別
市
の
大
停
電
に
対
し
、
白
石
市
、

海
老
名
市
か
ら
救
援
物
資
を
受
領

施
設
『
ビ
ナ
ウ
ォ
ー
ク
』
は
、
開
業
か
ら

13
年
た
っ
た
現
在
で
も
そ
の
勢
い
は
衰
え

ず
、
市
内
外
か
ら
多
数
の
人
が
来
場
し
て

い
ま
す
。

　な
お
、
海
老
名
駅
発
着
で
羽
田
空
港
直

通
運
行
の
『
空
港
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
』
が
出

て
い
ま
す
の
で
、
飛
行
機
で
お
越
し
の
方

で
も
、
歴
史
公
園
や
『
ビ
ナ
ウ
ォ
ー
ク
』

に
簡
単
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

神
奈
川
県
唯
一
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

　人
気
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
し
て
テ
レ
ビ

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
『
海
老

名
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
』
は
、
上
下
線
合
わ

せ
た
利
用
客
数
が
全
国
一
と
も
い
わ
れ
る

日
本
有
数
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
す
。

　『
海
老
名
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
』
で
し
か

食
べ
ら
れ
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を

出
す
飲
食
店
な
ど
が
並
び
、
特
に
、
下
り

線
側
で
売
っ
て
い
る
、
生
地
に
メ
ロ
ン
果

汁
を
使
っ
た
中
ま
で
緑
色
の
『
海
老
名
メ

ロ
ン
パ
ン
』
が
大
変
人
気
で
す
。

　な
お
、
上
り
線
側
の
『
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ａ

海
老
名
』
は
、
高
速
道
路
利
用
者
以
外
の

方
で
も
入
る
こ
と
が
で
き
、
海
老
名
駅
か

ら
150
円
で
乗
車
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
な
ど
も
出
て
い
ま
す
。
上
り
線
側
で
は

『
か
な
が
わ
の
名
産
100
選
』
で
あ
る
『
吟

味
豚
』
な
ど
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

海
老
名
市
に
遊
び
に
行
き
ま
せ
ん
か

　海
老
名
市
の
観
光
名
所
は
、
こ
れ
ま
で

紹
介
し
て
き
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
弥

生
時
代
末
期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
に
造
ら

れ
た
国
指
定
史
跡
『
秋
葉
山
古
墳
群
』
、

国
指
定
重
要
文
化
財
の
木
造
千
手
観
音
立

像
が
あ
る
『
龍
峰
寺
』
、
道
沿
い
に
寺
・

神
社
や
神
奈
川
県
指
定
天
然
記
念
物
『
海

老
名
の
大
欅
』
な
ど
が
並
ぶ
『
大
山
道
』

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
と
し
の
秋

に
は
、
海
老
名
駅
西
口
に
新
た
な
大
型
商

業
施
設
が
開
業
す
る
予
定
で
す
。

　７
月
26
日
㈰
に
は
、
前
年
に
約
14
万
人

の
方
が
来
場
し
た
一
大
イ
ベ
ン
ト
『
え
び

な
市
民
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
平

成
23
年
か
ら
登
別
市
の
物
産
を
販
売
し
、

こ
と
し
も
販
売
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、

会
場
の
『
海
老
名
運
動
公
園
』
に
は
登
別

市
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ポ
ニ
ー
が
い
ま
す
。

登
別
市
に
関
わ
り
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
る
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
姉
妹
都
市

・
海
老
名
市
に
遊
び
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

平
成
26
年

１
月

　登
別
市
連
合
町
内
会
役
員
、
登
別
市
文

化
協
会
役
員
が
海
老
名
市
を
訪
問
し
、

民
間
交
流
を
実
施

４
月

　海
老
名
市
か
ら
登
別
市
内
の
病
院
に
対

し
、
救
急
車
両
１
台
を
寄
贈

10
月

　海
老
名
駅
前
に
『
え
び
〜
に
ゃ
ハ
ウ
ス
』

を
出
店
し
、
登
別
市
と
白
石
市
の
特
産

品
を
常
時
展
示
、
販
売

11
月

　海
老
名
市
・
白
石
市
姉
妹
都
市
提
携
20

周
年
記
念
式
典
の
祝
賀
会
で
、
白
石
市

長
立
ち
会
い
の
下
、
登
別
市
長
と
海
老

名
市
長
が
『
登
別
市
・
海
老
名
市
姉
妹

都
市
締
結
へ
の
決
意
書
』
に
署
名

12
月

　登
別
市
内
８
団
体
か
ら
、
登
別
市
、
登

別
市
議
会
へ
『
海
老
名
市
と
の
姉
妹
都

市
締
結
に
向
け
て
の
要
望
書
』
の
提
出

平
成
27
年

３
月

　登
別
市
議
会
定
例
会
で
、
海
老
名
市
と

の
姉
妹
都
市
提
携
に
つ
い
て
議
決

３
月

　海
老
名
市
の
最
高
経
営
会
議
に
て
決
定

し
た
『
登
別
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
に

つ
い
て
』
を
、
議
会
全
員
協
議
会
へ
報

告

５
月

　３
市
長
が
登
別
市
・
海
老
名
市
の
『
姉

妹
都
市
盟
約
書
』
に
署
名

62海老名市に遊びに行きませんか3 海老名市に遊びに行きませんか

　登
別
市
と
神
奈
川
県
海
老
名
市
の
交
流
は
、
両
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
宮
城
県
白
石
市
の
紹
介

に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
23
年
に
３
市
で
『
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
宣
言
』
に
調

印
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通
じ
て
絆
を
深
め
、
５
月
18
日
㈪
に
は
、
姉
妹
都
市
提
携
の
盟
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

　今
号
で
は
、
姉
妹
都
市
・
海
老
名
市
の
特
色
や
ま
ち
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

海老名市

神奈川県

さ
が
み
が
わ

じ
ん

ゆ

き

あ
き
ば
や
ま

り
ゅ
う
ほ
う
じ

お
お
け
や
き

お
お
や
ま
み
ち

こ
う
ざ
ぐ
ん

よ
こ
や
ま
く

り

さ
む
か
わ
ま
ち

▲ドライブの休憩に最適な『海老名サービスエリア』（海老名市提供）

▲歩いて楽しめる『ビナウォーク』（海老名市提供）

▲国指定史跡『相模国分寺跡』（海老名市提供）

登別市と海老名市

▲稲が生い茂る夏の田んぼ（海老名市提供）

▲

問
い
合
わ
せ

総
務
グ
ル
ー
プ

　
　
　

（
☎
85
１
１
３
０
）

姉
妹
都
市
へ
の
歩
み

姉
妹
都
市
へ
の
歩
み

　登別市は、海老名市の７倍以上ある市面積
の約７割が山林で、自然に恵まれています。
　海老名市は、登別市より小さい市面積の中
で２倍以上の人びとが暮らし、人口密度が登
別市の20倍以上もあります。

市　制

人　口
世帯数

昭和45年８月
登別市

昭和46年11月
50,306人
25,059世帯

129,578人
53,191世帯

（５月31日現在） （６月１日現在）

面　積 212.21平方㌔㍍ 26.59平方㌔㍍

海老名市

エ

ク

ス

パ

ー

サぎ
ん

み
と
ん

新
た
な
「
姉
妹
」
を
紹
介
し
ま
す

海
老
名
市
に
遊
び
に
行
き
ま
せ
ん
か


